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木　

下　

昌　

規

務
体
制
の
実
態
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
主
に
、
文
正
二
年

か
ら
文
明
五
年
の
義
尚
将
軍
就
任
ま
で
の
期
間
を
中
心
に
、
幕
府
の
政
務
体
制
、
特

に
将
軍
を
主
体
と
す
る
御
前
沙
汰
（
雑
訴
方
と
も
）
と
伊
勢
氏
の
管
掌
す
る
政
所
を

中
心
に
、
大
乱
期
の
幕
府
の
機
能
を
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

一
、
大
乱
期
の
御
前
沙
汰
の
活
動

元
来
、
評
定
や
引
付
の
代
り
に
幕
府
の
中
心
的
な
評
議
機
関
と
な
っ
た
将
軍
主
催

の
御
前
沙
汰
に
は
管
領
が
常
駐
し
、
管
領
被
官
が
賦
奉
行
と
し
て
訴
状
を
受
け
付
け

て
担
当
奉
行
を
手
配
し
て
い
た
。
し
か
し
、義
政
が
親
政
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、

管
領
被
官
が
務
め
る
賦
奉
行
の
役
割
を
減
じ
、
幕
府
奉
行
衆
で
個
別
に
権
門
寺
院
を

担
当
す
る
「
別
奉
行
」
を
介
し
て
訴
状
を
受
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る（

（
（

。
文
正
二
年
一
月
八
日
に
は
斯
波
義
廉
が
管
領
に
補
任
さ
れ
、
同
日
に
は
評

定
始
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
月
二
十
三
日
に
は
将
軍
へ
の
「
伺
事
」
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
日
ま
で
に
御
前
沙
汰
始
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

大
乱
勃
発
後
の
応
仁
元
年
五
月
に
は
官
務
の
壬
生
家
と
大
宮
家
と
の
間
で
知
行
地

を
巡
る
相
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
壬
生
晨
照
・
大
宮
長
興
知
行
相
論
記（

（
（

」に
よ
れ
ば
、

応
仁
元
年
五
月
三
日
に
訴
人
壬
生
方
の
担
当
奉
行
諏
方
忠
郷
と
論
人
方
で
あ
る
大
宮

方
担
当
奉
行
飯
尾
貞
有
の
両
名
が
義
政
へ
証
文
等
を
披
露
し
た
。
壬
生
方
の
証
文
に

理
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
日
の
披
露
に
大
宮
方
の
担
当
奉
行
飯
尾
貞
有
は
「
余
酔
」
と

称
し
て
室
町
殿
に
不
参
し
た
。
貞
有
は
七
日
に
な
っ
て
義
政
に
大
宮
方
の
証
文
を
披

露
し
た
が
、
義
政
は
貞
有
の
対
応
を
不
快
と
し
、
壬
生
方
の
支
証
が
分
明
で
あ
る
と

は
じ
め
に

文
正
二
年
（
一
四
六
七
）
一
月
十
八
日
（
三
月
五
日
、
応
仁
に
改
元
）
に
勃
発
し

た
応
仁
・
文
明
の
乱
（
以
下
、
大
乱
と
す
る
）
で
は
、
細
川
勝
元
を
中
心
と
し
た
「
東

軍
」
の
陣
営
に
よ
る
「
東
幕
府
」
と
、
山
名
宗
全
を
中
心
と
し
た
「
西
軍
」
の
陣
営

に
よ
る
「
西
幕
府
」
に
幕
府
が
分
裂
し
て
い
た
（
本
稿
で
は
文
正
二
年
一
月
の
上
御

霊
社
の
合
戦
か
ら
文
明
九
年
十
一
月
ま
で
を
「
大
乱
期
」
と
し
て
扱
う
）。

こ
の
大
乱
期
の
室
町
幕
府
の
政
務
体
制
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
大
乱
の
経
緯
や
推

移
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
政
務
体
制
に
つ
い
て
は
概
ね
大
乱
後
の
情
勢
が
研
究
の
主

体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
飯
倉
晴
武
氏
・
百
瀬
今
朝
雄
氏
・
家
永
遵
嗣
氏
・

鳥
居
和
之
氏
ら
が
大
乱
期
に
お
け
る
幕
府
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る（

（
（

。
義
尚
の

将
軍
就
任
（
文
明
五
年
）
直
後
に
は
御
台
所
日
野
富
子
や
、
そ
の
実
兄
で
あ
る
日
野

勝
光
が
政
務
を
代
行
し
て
い
た
こ
と
が
百
瀬
氏
や
鳥
居
氏
な
ど
の
指
摘
に
よ
り
知
ら

れ
る
も
の
の
、
義
尚
将
軍
就
任
以
前
の
政
務
体
制
の
解
明
に
は
言
及
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
乱
後
の
幕
府
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
管
領

に
よ
る
「
将
軍
家
御
教
書
（
管
領
奉
書
）」
の
発
給
が
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
を

最
後
と
し
て
実
質
的
に
発
給
さ
れ
な
く
な
り
、
奉
行
人
奉
書
が
そ
れ
に
代
り
、
幕
府

の
公
文
書
と
し
て
大
量
に
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
大
乱
後
の
幕
府
は
こ

の
奉
行
衆
が
政
務
の
中
枢
を
担
う
、「
奉
行
人
体
制
」・「
意
見
制
」
と
呼
ば
れ
る
体

制
に
変
遷
し
た
こ
と
、
で
あ
る（

（
（

。

十
五
世
紀
後
半
以
降
の
幕
府
体
制
変
遷
を
解
明
す
る
に
は
、
大
乱
期
の
幕
府
の
政

一
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し
て
壬
生
方
勝
訴
の
裁
許
を
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
日
に
義
政
の
御
判
御
教
書
が

発
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
同
記
」
に
は
、「
当
時
管
領
斯（
義
廉
（波

令
難
渋
、
自
去

年　

御
判
御
教
書
未
出
之
抑
留
云
々
、
仍
付
御
判
奉
行
伊
勢
備（
貞
藤
（中
守
直
被
下
之
、
不

可
及
管
領
、
先
規
又
勿
論
之
旨
言
上
之
間
、
広
慶
院
被
申
御（
日
野
富
子
（

台
様
、
御
台
様
有
御
申
、

則
被
仰
付
諏（
忠
郷
（方
、
直
付
伊
勢
備
中
、
同
十
三
日
御
判
被
下
也
」
と
見
え
る
。
す
な
わ

ち
、御
判
御
教
書
の
発
給
に
管
領
で
あ
っ
た
斯
波
義
廉
が
難
渋
し
て
お
り
、去
年
（
文

正
元
年
）
よ
り
発
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
管
領
を
介
せ
ず
、
御
判
奉
行

で
あ
る
伊
勢
貞
藤
よ
り
直
に
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
発
給
に
際
し
て
は
広
慶

院
が
日
野
富
子
に
口
添
え
を
依
頼
し
、
富
子
が
壬
生
方
の
担
当
奉
行
諏
方
忠
郷
に
仰

せ
付
け
、
十
三
日
に
義
政
の
御
判
御
教
書
が
下
さ
れ
た
、
と
な
る
。

こ
の
相
論
か
ら
は
、
担
当
奉
行
が
義
政
に
支
証
等
を
直
接
披
露
し
、
義
政
が
相
論

の
裁
許
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
御
判
御
教
書
が
西
軍
に
属
し
て
い
た
管
領
斯
波
義
廉

の
難
渋
の
た
め
に
発
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
管
領
を
除
外
し
て
御

判
御
教
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る（

（
（

。

し
か
し
、
実
際
は
斯
波
義
廉
が
管
領
に
補
任
さ
れ
た
の
は
前
述
の
よ
う
に
同
年
一

月
で
あ
り
、
前
年
の
文
正
元
年
の
時
点
で
は
畠
山
政
長
が
管
領
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
「
自
去
年　

御
判
御
教
書
未
出
之
抑
留
云
々
」
と
い
う
文
言
は
記
主
の
思
い
違
い

か
、
斯
波
義
廉
の
管
領
補
任
以
前
よ
り
御
判
御
教
書
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い

う
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
の
相
論
直
後
の
五
月
末
よ
り
大
乱
が
本
格
す
る
た
め
、
西
軍

に
属
す
る
義
廉
は
管
領
と
し
て
の
政
務
自
体
を
放
棄
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、

義
政
自
体
は
中
立
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
た
め
、
斯
波
義
廉
の
管
領
職
を
し
ば
ら

く
解
任
せ
ず
に
い
た
と
さ
れ
る（

（
（

。　

ま
た
、
こ
の
事
例
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
御
判
御
教
書
発
給
に
は
御
台
所
日
野

富
子
が
仲
介
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
よ
れ
ば
管
領
の
義
廉
が
発
給
に

難
渋
す
る
な
か
で
、
御
判
御
教
書
の
発
給
を
担
当
奉
行
に
直
接
指
示
し
た
の
は
富
子

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
管
領
の
実
質
的
な
不
在
に
よ
っ
て
政
務
の
停
滞
を
招
き
か
ね

な
い
状
況
の
な
か
、
管
領
に
代
わ
っ
て
奉
行
衆
に
御
判
御
教
書
発
給
を
指
示
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
管
領
が
実
質
的
に
不
在
で
あ
っ
た
御
前
沙
汰
は
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
領
が
御
前
沙
汰
に
直
接
関
与
し
て
い
な
い
以

上
、
賦
奉
行
の
活
動
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
応
仁
二
年
七
月
に
斯
波
義
廉

が
解
任
さ
れ
、
細
川
勝
元
が
管
領
に
再
任
さ
れ
て
い
る
が
、
勝
元
が
管
領
に
補
任
さ

れ
る
以
前
の
五
月
十
三
日
付
の
意
見
状
案
が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一意

見

状

、
近
年
申
賜
神
領
御
判
之
地
、
依
本
主
訴
訟
、
可
被
返
付
否
事
、
就
訴
状
御

糺
明
之
処
、
於
理
運
之
儀
者
、
雖
為
神
領
、
被
返
下
凡
人
之
段
、
先
蹤
在
之
歟
、

然
者
任
証
文
之
旨
、
宜
為
有
御
成
敗
矣
、

応
仁
弐
年
五
月
十
三
日　
　
　
　
　

左（
松
田
（衛

門
尉
貞
頼
判

（
十
四
名
略
）

下（
布
施
（野

守
貞
基

そ
も
そ
も
意
見
状
は
御
前
沙
汰
で
の
み
文
書
化
さ
れ
、
発
給
さ
れ
る
も
の
で
あ

る（
（
（

。
意
見
状
が
発
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
義
政
が
御
前
奉
行
に
訴
訟
の
糺
明
に

つ
い
て
諮
問
し
た
結
果
で
あ
り
、「
就
訴
訟
糺
明
之
処
」
と
い
う
文
言
か
ら
も
義
政

は
こ
の
間
に
も
御
前
沙
汰
に
お
い
て
政
務
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。ま
た
、

設
楽
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
大
乱
以
前
に
御
前
沙
汰
に
お
け
る
評
議
の
変
遷
が
行
わ

れ
、「
評
定
衆
や
奉
行
衆
そ
れ
ぞ
れ
の
評
議
の
場
＝
「
意
見
」
に
移
り
評
議
の
場
と

決
裁
の
場
が
分
離
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、
結
果
と
し
て
大
乱
後
に
は
将
軍

が
御
前
沙
汰
の
評
議
に
参
加
し
な
く
な
る
、
と
い
わ
れ
る（
（（
（

。
こ
の
「
意
見
」
が
意
見

状
と
し
て
文
書
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
応
仁
二
年
五
月
の
時
点
で
義
政
は
奉

行
衆
に
諮
問
し
、
そ
の
諮
問
を
う
け
て
奉
行
衆
が
義
政
に
「
意
見
」
を
上
申
す
る
政

務
体
制
が
幕
府
内
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
但
し
、
こ
の
意
見

状
に
見
ら
れ
る
相
論
自
体
は
大
乱
以
前
に
受
理
さ
れ
、
大
乱
期
に
継
続
し
て
審
議
さ

れ
て
い
た
案
件
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
審
議
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。　

勝
元
が
管
領
に
補
任
さ
れ
る
応
仁
二
年
七
月
以
前
に
発
給
さ
れ
た
奉
行
人
奉
書
を

二
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確
認
し
て
み
る
と
、
軍
勢
催
促
や
合
戦
に
関
わ
る
違
乱
停
止
な
ど
軍
事
関
係
の
奉
書

以
外
に
も
、
量
数
は
少
な
い
も
の
の
、
裁
許
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
義
政
の
政
務
決
裁
は
管
領
の
斯
波
義
廉
を
除
外
し
た
う
え
で
大
乱
期
も
継
続

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
訴
状
の
新
規
受
理
は
不
明
な
が
ら
、
前
記
の
相
論
か

ら
管
領
の
存
在
の
有
無
に
関
係
な
く
御
前
沙
汰
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。

ま
た
、
御
判
御
教
書
の
発
給
は
管
領
を
介
し
て
い
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
斯
波
義

廉
が
難
渋
し
て
い
た
た
め
に
発
給
が
停
止
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
政
務
の
停
滞
を
防

止
す
る
た
め
に
管
領
を
除
外
し
て
直
に
御
判
奉
行
ら
に
指
示
し
て
発
給
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
応
仁
二
年
に
は
評
定
始
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
管
領
で
あ
っ
た

斯
波
義
廉
は
義
政
を
中
心
と
し
た
幕
政
に
何
ら
関
与
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
管
領
の
有
無
に
関
係
な
く
義
政
を
中
心
と
し
た
政
務
は
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る（
（（
（

。
但
し
、
東
軍
の
細
川
勝
元
が
管
領
と
な
っ
た
時
点
で
、
従
来
の
体
制
に
戻

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
百
瀬
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
勝
元
と
奉
行
衆
と
の
間
に
意
思

疎
通
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
管
領
が
以
前
の
如
く
奉
行
衆
を
指
揮
し
て
御
前
沙
汰

を
執
り
行
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
実
際
に
文
明
三
年
ま
で
は
管
領
奉
書

（
将
軍
家
御
教
書
）
も
発
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
乱
以
前
の
体
制
に
一
時
的
に

復
帰
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（
（（
（

。

二
、
将
軍
の
裁
許―

女
房
申
次
か
ら―

前
節
で
は
大
乱
期
の
御
前
沙
汰
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
大
乱
期

に
政
務
は
断
絶
す
る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
、
そ
の
な

か
で
ど
の
よ
う
に
相
論
等
の
政
務
決
裁
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
当

時
の
政
務
を
支
え
た
幕
府
女
房
衆
の
申
次
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

い
く
。

義
政
の
政
務
を
支
え
た
勢
力
と
し
て
、
幕
府
女
房
衆
（
女
中
衆
と
も
）
の
存
在
が

指
摘
で
き
る
。
こ
の
女
房
衆
の
活
動
に
つ
い
て
は
野
田
氏
や
鈴
木
氏
が
検
討
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
大
乱
後
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
本
項
で
は
大
乱
期

の
活
動
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
く（
（（
（

。
勝
元
の
管
領
就
任
以
前
の
事
例
を
見
る
。

『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
六
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、「（
大
沢
重
胤
（

予
御
使
京
上
、
散
在
之
田
地

三（
義
賢
（宝
院
ヨ
リ
公
方
可
被
申
、
可
有
御
心
得
之
由
、
新
兵
衛
督
御
局
へ
本（
山
科
言
国
（

所
御
文
ニ
テ

御
申
、
近
日
大
小
事
詞
事
無
之
、
申
事
在
之
者
早
々
可
詞
申
之
由
候
也
、
広（
綱
光
（橋

殿
・

飯
尾
肥（
之
種
（前
守
・
同
加（
為
信
（賀
守
申
之
」
と
見
え
る
。
山
科
家
と
三
宝
院
は
山
科
郷
を
巡
っ

て
相
論
を
続
け
て
い
る
が
、
十
一
月
に
は
両
者
が
軍
事
衝
突
の
直
前
に
ま
で
悪
化
す

る（
（（
（

。
こ
の
相
論
で
山
科
言
国
は
幕
府
女
房
新
兵
衛
督
局
を
仲
介
と
し
て
、
幕
府
に
所

領
安
堵
を
申
請
し
て
い
る
。
同
様
に
『
後
法
興
院
記
』
応
仁
二
年
四
月
十
日
条
に
は
、

「
是
日
丹
波
国
宮
田
庄
事
、
如
元
可
有
御
知
行
之
由
、
自
武
家
被
進
内
書
、
此
間
連
々

就
女
中
春
日
局
有
御
訴
訟
」
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
衛
家
領
の
宮
田
庄
が
旧

来
に
復
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
義
政
の
御
内
書
が
発
給
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
幕
府
女

房
春
日
局
に
依
頼
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
衛
家
も
こ
の

よ
う
に
幕
府
女
房
を
仲
介
役
と
し
て
幕
府
に
所
領
安
堵
を
申
請
し
て
い
た
。

ま
た
、
勝
元
が
管
領
で
あ
っ
た
期
間
で
あ
る
文
明
二
年
に
お
け
る
内
蔵
寮
領
長
坂

関
口
の
当
知
行
安
堵
申
請
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
同
地
は
応
仁
二
年
に
西
軍
に
よ
り

押
領
さ
れ
た
た
め
、『
山
科
家
礼
記
』
文
明
二
年
八
月
十
九
日
条
に
よ
れ
ば
山
科
家

は
武
家
伝
奏
広
橋
綱
光
を
通
じ
て
幕
府
に
当
知
行
安
堵
を
申
請
し
て
い
る
。『
同
記
』

十
月
十
六
日
条
に
は
、「
先
度
就
長
坂
口
関
事
、
御
文
被
進
之
処
、
少
将
殿
御
局
御

う
し
な
ひ
候
よ
し
被
仰
候
間
、
重
又
申
出
也
」
と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
女
房

少
将
局
は
山
科
家
よ
り
の
依
頼
状
を
紛
失
し
た
た
め
、
山
科
家
は
武
家
伝
奏
宛
の
女

房
奉
書
を
再
度
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
同
三
十
日
条
に
、「
一
、
本（
山
科
言
国
（

所
御

申
長
坂
口
関
事
、
女
中
御
申
次
少
将
殿
御
局
室（
足
利
義
政
（

町
殿
伺
御
申
之
処
、
被
仰
付
奉
行
可

被
成
奉
書
之
由
被
仰
出
也
」
と
見
え
、
山
科
家
は
長
坂
口
関
に
つ
い
て
幕
府
女
房
を

介
し
て
幕
府
に
安
堵
を
申
請
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
少
将
局
は
山
科
家
よ
り
の
申
請

を
紛
失
し
て
し
ま
い
、
再
度
山
科
家
よ
り
申
請
を
受
け
て
い
る
。
少
将
局
は
申
次
と

三
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し
て
義
政
に
長
坂
口
関
の
当
知
行
安
堵
に
つ
い
て「
伺
申
」し
た
と
こ
ろ
、義
政
は「
被

仰
付
奉
行
可
被
成
奉
書
」
と
少
将
局
に
指
示
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
山
科
家
に
当
知

行
安
堵
の
奉
行
人
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
こ
の
奉
行
人
奉
書
の
発
給
に

つ
い
て
、
同
日
条
に
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

（
前
略
）

一
、
広（
頼
光
（橋

殿
如
此
折
帋
に
て
被
仰
遣
、
予
（
大
沢
重
胤
（

持
行
候
て
奉
書
調
候
也
、

一
、
山
科
内
蔵（
言
国
（頭
申
長
坂
口
関
務
事
、
任
当
知
行
可
被
成
奉
書
之
由
被
仰
下
候
、

於
御
申
次
者
少
将
殿
御
渡
候
、
可
有
御
心
之
候
、
謹
言

十
月
丗
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綱（
広
橋
（光

飯
尾
加（
為
信
（賀

守
殿

す
な
わ
ち
、
武
家
伝
奏
で
あ
る
広
橋
綱
光
が
山
科
家
担
当
の
別
奉
行
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
飯
尾
為
信
に
宛
て
て
奉
行
人
奉
書
の
発
給
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
裁
許
指
示
奉
書
で
あ
り
、
山
科
家
は
綱
光
の
折
紙
を
飯
尾
為
信
に
渡
し
て

奉
書
の
発
給
を
得
て
い
る
。
こ
の
奉
書
発
給
の
経
緯
を
見
て
み
る
と
、
山
科
家
は
禁

裏
に
安
堵
の
下
知
を
申
請
し
、
こ
れ
を
受
け
て
女
房
奉
書
を
も
っ
て
こ
の
旨
が
武
家

伝
奏
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
山
科
家
は
こ
れ
を
も
っ
て
幕
府
女
房
（
こ
の
事
例
で
は

少
将
局
）
を
通
じ
て
義
政
に
安
堵
の
下
知
発
給
を
求
め
た
。
義
政
は
少
将
局
を
介
し

て
、
綱
光
に
「
被
仰
付
奉
行
可
被
成
奉
書
」
と
指
示
し
、
綱
光
が
担
当
奉
行
に
奉
書

発
給
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
奉
行
人
奉
書
の
発
給
経
緯
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
女
房
の
立
場
は
あ
く
ま
で

も
「
申
次
」
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
奉
行
人
奉
書
の
発
給
指
示
を
直
接
奉
行

人
に
伝
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
文
明
三
年
十
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、「
本
（
山
科
言
国
（

所
御
申
之
条
々
、
以
女
中
新
兵

衛
督
殿
局
、
賀（
飯
尾
為
信
（

州
被
伺
申
之
処
、
可
成
奉
書
段
被
仰
出
」
と
見
え
る
。
こ
こ
で
山
科

家
の
申
請
に
対
し
て
、
別
奉
行
で
あ
る
飯
尾
為
信
は
幕
府
女
房
の
新
兵
衛
督
局
を
通

じ
て
義
政
に
奉
書
の
発
給
を
「
伺
申
」
し
た
。
そ
の
結
果
、
義
政
は
「
可
成
奉
書
」

と
指
示
し
て
い
る
。
大
乱
以
前
よ
り
幕
府
の
女
房
衆
が
申
次
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
大
乱
期
に
お
い
て
も
同
様
な
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
の
た
め
、
諸
家
は
女
房
衆
に
奉
書
等
の
幕
府
よ
り
の
安
堵
状

発
給
を
依
頼
し
て
い
た
。
長
坂
口
関
の
事
例
で
は
女
房
が
義
政
か
ら
奉
書
発
給
の
指

示
を
受
け
て
い
る
が
、
実
際
に
奉
行
衆
に
奉
書
発
給
指
示
の
折
紙
を
遣
わ
し
た
の
は

武
家
伝
奏
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
公
家
関
係
の
訴
訟
に
お
い
て
は
武
家
伝
奏
が
奉
書
発

給
の
指
示
を
担
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う（
（（
（

。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
当
該
期
の
奉
書
の
発
給
等
に
際
し
て
幕
府
女
房
衆
が
申
次
と

し
て
訴
訟
の
窓
口
と
も
い
え
る
役
割
を
果
た
し
、
幕
府
の
政
務
決
裁
の
一
端
を
担
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
本
来
、
将
軍
へ
の
披
露
に
は
申
次
が
仲
介
を
取
る
が
、
こ
れ
ら

の
事
例
に
は
従
来
の
将
軍
直
臣
が
務
め
る
申
次
の
関
与
が
確
認
で
き
な
い
。
申
次
は

大
乱
期
に
も
活
動
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
申
次
の
一
部
は
西
軍
に
与
同
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
申
次
に
よ
る
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
が
、
女
房
衆

が
直
接
将
軍
と
の
間
を
仲
介
し
て
い
た
一
因
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（
（（
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら

安
堵
状
発
給
に
至
る
経
緯
に
は
管
領
で
あ
る
細
川
勝
元
の
関
与
は
見
ら
れ
な
い（
（（
（

。
担

当
奉
行
は
女
房
を
通
じ
て
将
軍
に
伺
事
を
行
い
、
裁
定
を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

当
事
者
か
ら
の
主
な
提
訴
（
知
行
安
堵
）
は
、

当
事
者
→
女
房
申
次
→
将
軍

と
い
っ
た
伝
達
経
路
が
あ
り
、
主
な
奉
書
の
発
給
過
程
と
し
て
は
、

将
軍
→
女
房
申
次
→
（
武
家
伝
奏
）
→
担
当
奉
行

と
い
う
、
伝
達
経
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
大
乱
期
で
あ
る
文
明
初
期
に
お
け
る
義
政
の
政
務
は
奉
行
衆

と
女
房
衆
が
担
い
、
公
家
相
手
の
場
合
に
は
武
家
伝
奏
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

四
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三
、
大
乱
期
の
政
所

大
乱
直
前
の
文
正
元
年
に
、
政
所
頭
人
（
執
事
）
で
あ
っ
た
伊
勢
貞
親
が
「
文
正

の
政
変
」
に
よ
っ
て
失
脚
し
た（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
嫡
子
で
あ
る
伊
勢
貞
宗
や
、
貞
親

の
実
弟
で
あ
る
伊
勢
貞
藤
は
こ
の
政
変
に
よ
っ
て
失
脚
は
し
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

貞
親
の
失
脚
に
よ
っ
て
貞
親
の
嫡
男
で
あ
る
貞
宗
が
家
督
を
継
承
し
頭
人
に
就
任
し

て
い
る（
（（
（

。
大
乱
当
初
の
文
正
二
年
一
月
二
十
六
日
に
は
政
所
内
談
始
が
行
わ
れ（
（（
（

、
政

所
の
活
動
自
体
は
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
間
の
応
仁
元
年
八
月
に
貞
親
の
実
弟
で
あ
る
貞
藤
は
義
政
の
近
習
中

で
西
軍
に
与
同
し
た
と
し
て
細
川
勝
元
ら
に
よ
っ
て
幕
府
よ
り
追
放
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
西
軍
で
「
伊
勢
守
」
を
称
し
、「
西
幕
府
」
の
「
政
所
頭
人
」
と
し
て
遇
さ

れ
て
い
る（
（（
（

。

設
楽
氏
に
よ
れ
ば
政
所
内
談
は
文
明
五
年
九
月
に
再
開
す
る
ま
で
活
動
を
停
止
し

て
い
た
と
さ
れ
、
翌
六
年
の
正
月
二
十
六
日
に
は
「
政
所
内
評
定
始
」
が
再
開
さ
れ

て
い
る（
（（
（

。
こ
の
政
所
内
談
は
再
開
後
の
文
明
八
年
を
最
後
に
変
容
し
、
従
来
の
頭
人

が
出
席
す
る
評
議
体
制
か
ら
、
頭
人
の
出
席
し
な
い
評
議
に
変
質
し
、
さ
ら
に
評
議

会
場
も
頭
人
で
あ
る
伊
勢
氏
亭
か
ら
執
事
代
亭
に
変
遷
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。ま
た
、
文
正
二
年
に
は
政
所
沙
汰
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
翌

年
の
応
仁
二
年
に
政
所
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ず
、
再
開
ま
で
の
期
間
、
政

所
の
業
務
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
但
し
、
前
政
所
頭
人

伊
勢
貞
親
が
大
乱
後
に
一
時
的
に
幕
政
に
復
帰
し
た
こ
と
か
ら
、
貞
親
が
頭
人
と
し

て
の
職
掌
を
復
権
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
貞
親
は
文
明
三
年
に
再
度

出
奔
し
、
同
五
年
一
月
に
若
狭
国
で
死
去
し
て
お
り（
（（
（

、
政
所
頭
人
と
し
て
の
地
位
自

体
前
述
の
よ
う
に
貞
親
の
嫡
男
貞
宗
が
大
乱
前
に
継
承
し
て
い
た
。

大
乱
勃
発
に
よ
り
本
来
の
訴
状
の
提
出
先
で
あ
る
政
所
代
の
蜷
川
親
元
が
貞
親
に

追
随
し
在
国
し
て
い
た
期
間
も
別
奉
行
は
訴
状
を
受
理
し
て
い
た
。
設
楽
氏
は
政
所

内
談
は
停
止
し
て
い
た
が
、
政
所
自
体
は
訴
訟
を
受
理
し
、
裁
許
の
う
え
奉
書
を
発

給
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
実
際
に
設
楽
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
文
明

五
年
以
前
に
発
給
さ
れ
た
奉
行
人
奉
書
の
な
か
に
は
明
ら
か
に
政
所
の
管
轄
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
案
件
に
関
す
も
の
が
確
認
で
き
る
の
で
、
当
時
の
政
所
へ
の
訴
訟
に
つ

い
て
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
た
、『
武
政
軌
範
』
の
政
所
沙
汰
篇
に
よ
れ
ば
政

所
が
管
掌
す
べ
き
案
件
は
、「
利
銭
、
出
挙
、
替
銭
、
替
米
、
年
紀
地
、
本
物
返
、

質
券
地
、
諸
質
物
、
諸
借
物
、
諸
預
物
、
諸
放
券
、
沽
却
田
畠
、
勾
引
人
」、
そ
し

て
徳
政
の
免
除
、
将
軍
家
の
家
務
、
諸
国
料
所
年
貢
、
土
蔵
酒
屋
以
下
諸
商
売
公
役

等
で
あ
っ
た（
（（
（

。

こ
の
う
ち
借
物
に
関
す
る
相
論
の
事
例
を
次
に
見
て
み
る（
（（
（

。
関
目
彦
右
衛
門
尉
宛

て
の
文
明
四
年
五
月
十
日
付
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
に
は
、「
津
田
主（
隆
光
（計
允
申

借
物
事
、
就
被
致
訴
訟
先
度
雖
令
出
帯
支
状
之（
マ
マ
（処
、
不
及
是
非
之
儀
在
国
云
々
、
自

由
之
至
太
無
謂
、
不
日
被
参
決
之
由
〔
候
脱
カ
〕也

」
と
の
文
言
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
津
田

隆
光
が
借
物
に
つ
い
て
幕
府
に
提
訴
し
た
が
、
論
人
で
あ
る
関
目
彦
右
衛
門
尉
某
が

支
状
を
提
出
し
た
ま
ま
在
国
し
て
い
る
と
い
う
。
不
日
政
所
に
参
る
よ
う
に
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
先
年
の
文
明
三
年
に
こ
の
相
論
が
勃
発
し
て
い
る
が
、
こ
の
相
論

は
借
物
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
政
所
が
管
轄
し
、
此
奉
書
も
政
所
が
発

給
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
こ
の
相
論
の
判
決
は
十
一
月
二
十
四
日
付
の

津
田
隆
光
宛
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
次
の
よ
う

に
な
も
の
で
あ
っ
た（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
関
目
某
は
文
正
元
年
の
徳
政
令
を
破
棄
す
る
奉

書
を
得
て
い
た
が
、
借
状
に
は
こ
の
旨
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
関
目
某

の
主
張
を
退
け
、
津
田
隆
光
は
質
券
の
地
で
あ
る
近
江
富
田
庄
の
内
の
知
行
分
を
も

っ
て
本
利
一
倍
分
を
勘
定
す
る
よ
う
に
、
と
裁
決
さ
れ
た
。
こ
の
内
容
か
ら
、
政
所

が
訴
状
を
受
理
し
審
議
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

特
に
「
不
日
被
参
決
」
と
の
文
言
か
ら
、
訴
人
・
論
人
が
と
も
に
政
所
へ
出
仕
し

て
対
決
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。実
際
に
二
問
答
は
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

実
際
に
裁
許
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
目
某
は
政
所
へ
出
仕
し
て
対
決
を
行

五
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仁
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っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（（
（

。
政
所
の
場
合
、
最
終
的
な
裁
許
は
頭
人
の
役
割

で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
頭
人
伊
勢
貞
宗
が
裁
許
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
事
例
か

ら
も
政
所
は
乱
中
に
お
い
て
も
相
論
を
審
議
決
裁
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

た
だ
し
、
頭
人
が
ど
の
よ
う
に
寄
人
に
裁
決
を
指
示
し
て
い
た
か
は
判
然
と
し
な

い
。
た
だ
、
頭
人
と
寄
人
と
の
間
を
取
り
持
っ
て
い
た
政
所
代
が
不
在
で
あ
っ
た
と

い
う
事
実
か
ら
、
寄
人
が
審
議
結
果
を
直
接
頭
人
に
披
露
し
て
、
頭
人
の
裁
可
を
仰

い
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
所
内
談
の
具
体
的
な
手
続
き
こ
そ
確
認
で
き

な
い
も
の
、
寄
人
を
中
心
と
し
た
訴
訟
審
議
活
動
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
は

間
違
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
大
乱
期
の
幕
府
の
政
務
に
つ
い
て
限
定
的
で
は
あ
る
が
若
干
検

討
し
て
み
た
。
大
乱
期
に
お
い
て
も
、
義
政
を
中
心
と
し
た
政
務
は
必
ず
し
も
停
止

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
応
は
継
続
し
て
お
り
、
管
領
の
不
在
、
在
職
に
関
係
な
く

御
前
沙
汰
は
奉
行
衆
や
女
房
衆
の
活
動
に
よ
っ
て
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、大
乱
期
に
お
け
る
管
領
の
不
在
は
幕
府
の
政
務
が
停
滞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

断
絶
し
た
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
幕
府
の
政
務
を
支
え
て
い
た
の
が
、奉
行
衆
や
女
房
衆
な
ど
で
あ
り
、

義
政
は
こ
れ
ら
を
使
役
し
て
、
幕
府
政
務
を
運
営
し
て
い
た
。
管
領
の
不
在
は
、
申

次
と
し
て
女
房
が
介
在
す
る
も
の
の
、
将
軍
と
奉
行
衆
の
活
動
を
よ
り
密
接
化
し
、

「
奉
行
人
制
」・「
意
見
制
」
へ
移
行
す
る
一
因
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
え
な
い
。
義

政
に
対
し
て
奉
行
衆
が
裁
許
を
求
め
、
義
政
は
そ
れ
を
請
け
て
裁
許
を
行
っ
て
い
た

よ
う
に
、
政
務
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
御
台
所
日
野
富
子
も
担
当
奉
行

に
御
判
御
教
書
発
給
を
指
示
す
る
な
ど
し
て
政
務
に
関
与
し
て
お
り
、
幕
府
政
務
体

制
の
多
元
化
の
要
素
も
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
方
の
政
所
で
は
文
明
四
年
に
は
頭
人
貞
宗
の
も
と
、
寄
人
ら
が
訴
訟
の

審
議
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
政
所
代
蜷
川
氏
が
在
京
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
政
所
内
に
蜷
川
氏
に
代
わ
る
存
在
が
い
た
か
は
判
然
と
し
な
い

が
、
頭
人
と
寄
人
が
直
接
的
に
審
議
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

残
存
史
料
に
よ
る
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
大
乱
期
の
管
領
不
在
期
間
も
含
め
て
な

お
、
将
軍
を
中
心
と
し
た
政
務
体
制
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
幕
府
は
大
乱
前
と
後
に
断
絶
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
大
乱
後
の

幕
府
の
政
務
体
制
は
大
乱
期
の
幕
府
の
政
務
体
制
の
影
響
下
に
あ
る
の
で
あ
る
。

註
（（）
大
乱
期
に
お
け
る
室
町
幕
府
の
主
要
な
も
の
は
、
飯
倉
晴
武
「
応
仁
の
乱
以
降

に
お
け
る
室
町
幕
府
の
性
格
」（『
日
本
史
研
究
』
一
三
九
・
一
四
〇
合
併
号
、

一
九
七
四
）、
百
瀬
今
朝
雄
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
７
』

中
世
３
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
）、
義
尚
の
将
軍
就
任
後
を
中
心
と
す
る
鳥

居
和
之「
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
室
町
幕
府
」（『
史
学
雑
誌
』第
九
六
編
第
二
号
、

一
九
八
七
）、
東
国
と
の
関
係
を
含
め
た
家
永
遵
嗣
「
応
仁
・
文
明
の
乱
前
後

の
東
国
問
題
と
将
軍
権
力
」（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
叢
書
１
『
室
町
幕
府

将
軍
権
力
の
研
究
』
第
二
部
、
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
、
一
九
九
五
）。

（（）
今
谷
明
「
管
領
代
奉
書
の
成
立
ー
室
町
幕
府
武
家
文
書
変
遷
史
の
一
齣
」（『
古

文
書
研
究
』
七
・
八
合
併
号
、
一
九
七
四
）、
笠
松
宏
至
「
室
町
幕
府
訴
訟
制
度

「
意
見
」
の
考
察
」（『
史
学
雑
誌
』
第
六
九
編
第
四
号
、
一
九
六
〇
）、
桑
山
浩

然
「
室
町
幕
府
の
権
力
構
造―

「
奉
行
人
制
」
を
め
ぐ
る
問
題―

」（
豊
田
武
、

ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
編
『
室
町
時
代
』、
一
九
七
六
、
吉
川
弘
文
館
）。

（（）
鳥
居
氏
「
室
町
幕
府
の
訴
状
受
理
方
法―

義
教
・
義
政
期
を
中
心
に―

」（『
日

本
史
研
究
』
三
一
一
号
に
よ
れ
ば
、
賦
奉
行
の
職
掌
は
細
川
勝
元
の
死
に
よ

っ
て
管
領
職
が
一
時
断
絶
す
る
ま
で
ま
一
応
継
続
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
当
該
期
の
奉
行
衆
に
つ
い
て
は
、
青
山
英
夫
「
室
町
幕
府

奉
行
人
に
つ
い
て
の
一
考
察―

文
明
期
の
場
合―

」（『
上
智
史
学
』
二
五
号
、

六
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仁
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一
九
八
〇
）、
今
谷
氏
「
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
基
礎
的
考
察
」（『
室
町
幕

府
解
体
過
程
の
研
究
』
第
一
部
第
四
章
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
）、
青
山
由

樹
「
室
町
幕
府
「
別
奉
行
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」（『
史
報
』
創
刊
号
、

一
九
七
九
）
を
参
照
。
ま
た
、
嘉
吉
の
乱
以
降
の
室
町
幕
府
政
治
に
つ
い
て

は
、
鳥
居
氏
「
嘉
吉
の
乱
後
の
管
領
政
治
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
第
五
号
、

一
九
八
〇
）
参
照
。

（（）
『
斎
藤
親
基
日
記
』
同
日
条
。

（（）「
壬
生
晨
照
・
大
宮
長
興
知
行
相
論
記
」（『
壬
生
家
文
書
五
』一
三
四
一
号
文
書
）。

ま
た
、
五
月
七
日
付
で
奉
行
人
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（
今
谷
明
・
高

橋
康
夫
共
編
『
室
町
幕
府
文
書
集
成
』
奉
行
人
奉
書
編
、
所
収
、
七
三
〇
文
書
、

思
文
閣
出
版
。
以
下
『
文
書
集
成
』
と
す
る
）。
奉
書
は
七
日
付
で
は
あ
る
が
、

奉
書
に
は
「
任
御
判
之
旨
」
と
の
文
言
が
見
ら
れ
、
御
判
御
教
書
の
発
給
以
後

に
発
給
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。御
判
御
教
書
の
発
給
が
十
三
日
で
あ
る
か
ら
、

実
際
に
奉
行
人
奉
書
が
発
給
さ
れ
た
の
は
十
三
日
以
降
で
あ
ろ
う
。

（（）
御
判
御
教
書
の
発
給
に
つ
い
て
は
、
鳥
居
氏
「
将
軍
家
御
判
御
教
書
・
御
内
書

の
発
給
手
続
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
七
号
、
一
九
八
二
）
参
照
。

（（）
百
瀬
氏
前
掲
註
一
論
文
、
一
九
六
頁
。

（（）
奉
行
衆
連
署
意
見
状
案（『
中
世
法
制
史
料
集
第
二
巻
室
町
幕
府
法
』岩
波
書
店
、

二
七
七
頁
、
以
下
『
法
制
史
料
集
』
と
す
る
）。

（（）
笠
松
氏
前
掲
註
二
論
文
。

（（0）
設
楽
氏
「
室
町
幕
府
の
評
定
衆
と
「
御
前
沙
汰
」
ー
評
議
体
制
及
び
構
成
メ
ン

バ
ー
の
変
遷
ー
」（『
古
文
書
研
究
』
二
八
号
、
一
九
八
七
）。

（（（）
『
文
書
集
成
』
所
収
、
七
四
九
号
文
書
・
七
五
〇
号
文
書
・
七
五
一
号
文
書
・

七
五
九
号
文
書
・
七
六
七
号
文
書
な
ど
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
一
月
十
一
日
条
。

（（（）
百
瀬
氏
前
掲
註
一
論
文
、
二
〇
〇
頁
。

（（（）
今
谷
氏
前
掲
註
二
論
文
。
一
例
と
し
て
、
応
仁
二
年
十
月
十
日
付
幕
府
御
教
書

写
（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
応
仁
二
年
十
月
二
十
三
日
条
、
所
収
）
な
ど
。

（（（）
野
田
泰
三
「
東
山
殿
足
利
義
政
の
政
治
的
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
史

研
究
』
三
九
九
号
、
一
九
九
五
）、
鈴
木
智
子
「
室
町
将
軍
家
の
女
房
に
つ
い

て―

義
政
期
を
中
心
に―

」（『
年
報
中
世
史
研
究
』
二
五
号
、
二
〇
〇
〇
）。

野
田
氏
は
大
乱
後
で
は
あ
る
が
、
申
次
と
女
房
衆
の
申
次
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年
十
二
月
二
日
・
三
日
条
。

（（（）
こ
の
日
に
発
給
さ
れ
た
奉
行
人
奉
書
は
十
月
二
十
九
日
付
で
あ
っ
た
。

（（（）
鈴
木
氏
前
掲
註
一
五
論
文
。

（（（）
鳥
居
氏
前
掲
註
一
論
文
に
よ
れ
ば
、
武
家
伝
奏
広
橋
兼
顕
が
公
家
の
訴
訟
を
幕

府
へ
披
露
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。

（（0）
『
山
科
家
礼
記
』
同
年
十
一
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、「
今
度
長
坂
口
関
事
、

管
（
細
川
勝
元
（

領
成
敗
子
細
也
」
と
見
ら
れ
、
勝
元
が
遵
行
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（（（）
「
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
」（『
群
書
類
従
第
十
五
輯
・
武
家
部
』
所
収
）
に
よ

れ
ば
、
西
軍
に
属
し
た
伊
勢
貞
藤
や
畠
山
教
元
ら
が
申
次
と
し
て
そ
の
名
が
見

ら
れ
る
が
、
当
然
大
乱
期
に
西
軍
与
同
の
申
次
が
義
政
の
も
と
で
申
次
を
勤
め

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
奉
行
衆
と
同
様
に
申
次
も
「
西
軍
」・「
東
軍
」
に

分
裂
し
て
お
り
、
当
時
申
次
の
人
材
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（（（）
『
斎
藤
親
基
日
記
』
文
正
元
年
十
月
五
日
条
。
ま
た
、
文
正
の
政
変
に
つ
い
て

は
百
瀬
氏
前
掲
註
一
論
文
や
青
山
英
夫「『
文
正
の
政
変
』に
関
す
る
覚
書
」（『
上

智
史
学
』
三
一
号
、
一
九
八
六
）、
設
楽
氏
「
応
仁
の
乱
勃
発
前
後
に
お
け
る

蜷
川
親
元
の
動
向
」（『
日
本
歴
史
』
五
四
二
号
、
一
九
九
三
）
参
照
。

（（（）
『
斎
藤
親
基
日
記
』
文
正
元
年
十
月
五
日
条
。

（（（）
『
斎
藤
親
基
日
記
』
同
日
条
。

（（（）
貞
藤
の
西
軍
参
加
に
つ
い
て
は
百
瀬
氏
前
掲
註
一
論
文
、
一
九
七
・
二
一
五
頁

等
参
照
。

七



応
仁
・
文
明
の
乱
期
室
町
幕
府
の
政
務
体
制
を
め
ぐ
る
一
考
察

（（（）
『
政
所
賦
銘
引
付
』（
桑
山
浩
然
氏
編
『
室
町
幕
府
史
料
集
成
』
上
巻
、
近
藤

出
版
社
、
一
九
八
〇
、
所
収
）。
設
楽
氏
「「
政
所
内
談
記
録
」
の
研
究―

室
町

幕
府
「
政
所
沙
汰
」
に
お
け
る
評
議
体
制
の
変
化
に
つ
い
て―

」（『
年
報
中
世

史
研
究
』
一
七
号
、
一
九
九
二
）、
同
前
掲
註
二
二
論
文
な
ど
参
照
。

（（（）
設
楽
氏
前
掲
註
二
六
論
文
。

（（（）
『
後
法
興
院
政
家
記
』
応
仁
二
年
閏
十
月
二
十
五
日
条
。
文
明
二
年
に
は
貞
親

に
よ
る
頭
人
加
判
連
署
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
（『
久
我
家
文
書
』
二
五
六

号
文
書
）。

（（（）
伊
勢
貞
親
の
死
去
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
の
文
明
五
年
一
月

二
十
一
日
条
の
貞
親
死
去
の
項
に
詳
し
い
。

（（0）
設
楽
氏
は
前
掲
註
二
二
論
文
の
な
か
で
、
在
国
し
て
い
た
親
元
に
代
り
、
他
の

伊
勢
氏
被
官
が
政
所
代
を
代
役
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

（（（）
『
法
制
史
料
集
』
三
九
一
頁
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
四
年
五
月
十
日
条
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
三
年
十
二
月
二
十
六
日
条
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
四
年
十
一
月
二
十
五
日
条
。

（（（）
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
三
年
十
二
月
二
十
六
日
条
。
こ
の
条
に
は
関
目
の
一
答

状
と
津
田
の
二
問
状
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八



木
下
昌
規
氏　

学
位
請
求
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
室
町
幕
府
組
織
と
将
軍
権
力
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
論
は
、
応
仁
・
文
明
の
大
乱
以
降
の
室
町
幕
府
の
体
制
お
よ
び
将
軍
権
力
の
解

明
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
部
第
一
章
で
は
、
大
乱
期
の
幕
府
・
将
軍
の
政
務
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
大

乱
後
管
領
有
無
に
関
係
な
く
政
務
は
運
営
さ
れ
て
お
り
、
特
に
管
領
細
川
勝
元
が
死

去
し
た
文
明
五
年
以
降
の
大
乱
期
の
幕
府
政
務
を
支
え
た
の
は
義
政
の
側
近
で
あ
る

日
野
勝
光
や
政
所
伊
勢
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
が
相
互
補
完
的
に
活
動
し
、
奉
行

衆
や
女
房
衆
な
ど
が
将
軍
（
＝
義
政
）
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
。

同
第
二
章
に
お
い
て
は
永
正
五
年
に
将
軍
に
復
帰
し
た
足
利
義
稙
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
義
稙
の
政
務
を
検
討
し
た
結
果
、「
明
応
の
政
変
」
以
前
の
政
務
体
制
を
再

現
し
、
阿
野
季
綱
や
側
近
の
申
次
な
ど
を
用
い
て
政
務
を
担
わ
せ
て
い
た
。
義
稙
は

こ
れ
ら
の
政
務
に
対
し
て
、
細
川
・
大
内
両
氏
の
影
響
を
受
け
ず
に
審
議
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
両
氏
に
よ
る
「
傀
儡
」
で
あ
っ
た
と
い
う
従
来
の
認
識
が
誤

り
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
第
三
章
で
は
、
戦
国
期
に
散
見
す
る
「
某
執
申
」
と
い
う
文
言
を
有
す
る
幕
府

奉
行
人
奉
書
か
ら
、義
昭
期
の
幕
府
・
将
軍
権
力
に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
信
長
執
申
」

と
い
う
文
言
を
有
す
る
奉
行
人
奉
書
は
、
実
際
に
は
信
長
の
権
力
が
幕
府
を
凌
駕
す

る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
が
幕
府
・
将
軍
と
将
軍
を
擁
立
し
て
き
た
大
名
勢
力
と

を
比
較
し
た
場
合
に
、
従
来
の
幕
府
・
将
軍
の
発
給
文
書
に
普
遍
的
価
値
を
認
め
た

た
め
で
あ
り
、当
事
者
に
と
っ
て
こ
の
「
信
長
執
申
」
は
信
長
の
優
位
性
で
は
な
く
、

幕
府
・
将
軍
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
部
は
幕
府
の
官
制
上
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

第
一
章
で
は
戦
国
期
の
侍
所
か
ら
戦
国
期
の
幕
府
官
制
の
指
揮
権
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
戦
国
期
の
侍
所
は
開
闔
を
筆
頭
と
し
て
、
将
軍
（
＝
御
前
沙
汰
）
権
力
に
直

属
す
る
機
関
と
し
て
幕
府
末
期
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

本
章
で
指
摘
し
た
。

第
二
章
で
は
、「
地
方
」に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。地
方
は
長
禄
四
年（
一
四
六
〇
）

以
前
に
は
寄
人
が
不
在
と
な
っ
た
。
屋
地
相
論
は
基
本
的
に
御
前
沙
汰
で
扱
い
、
買

得
地
相
論
に
関
し
て
は
政
所
が
管
轄
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
地
方
は
大
乱
以
降
に

は
屋
地
相
論
を
管
掌
せ
ず
、
頭
人
に
よ
る
屋
地
の
打
渡
し
の
み
が
職
掌
と
し
て
期
待

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
国
期
に
は
頭
人
は
将
軍
よ
り
屋
地
に
関
す
る
諮
問
を
う

け
る
こ
と
で
断
続
的
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。




